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研究発表 

【口頭発表】（発表番号の A は第 1 日目、B は第 2 日目） 

 

【6 月 27 日】第 1 会場（B104） 

【午前 9:30～10:50】座長：川邊 淳子（北海道教育大学） 

 
A1-1 ふれあい体験と食の学習を関連づ

けた授業デザイン 

さいたま市立本太中学校 

東京学芸大学教育学部 

東京学芸大学附属高等学校 

香川大学教育学部 

日本女子大学家政学部 

〇金子京子 

倉持清美 

阿部睦子 

妹尾理子 

望月一枝 

 
A1-2 調理実習から見える「世界」「日本」

「私たちの生活」 

～ESD でつなぐ授業実践 

東京大学教育学部附属
中等教育学校 

〇楢府暢子 

 
A1-3 中学校家庭科における調理計画の

ためのワークシートの分析 

 

和歌山大学教育学部 〇山本奈美 

 
A1-4 家庭科における学習効果を高める

ための題材配列の検討 

食分野での調理実習の活用 

神奈川県立希望ケ丘高等学校 

横浜国立大学教育人間科学部 

〇久保田正芳 

杉山久仁子 

 
【午前 10:50～11:50】座長：甲斐 純子（福岡教育大学） 
 
A1-5 食育推進校の実践とその効果 愛知学泉大学 

愛知淑徳大学 

〇森山三千江 

本山ひふみ 

 
A1-6 小学校家庭科における炊飯学習の

実態 

‐調理に関する知識と科学的視点
の獲得を中心に‐ 

静岡県富士市立岩松中学校 

埼玉大学教育学部 

〇望月朋子 

河村美穂 

 
A1-7 小学校調理実習で習得した調理技

能 

小学校 6 年生調査から見る定着の
要因 

埼玉大学大学院教育学研究科 

埼玉大学教育学部 

〇山地瑞紀 

河村美穂 
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【6 月 27 日】第２会場（B105） 

【午前 9:30～10:50】座長：堀内 かおる（横浜国立大学） 

 
A2-1 社会資源との協働による「赤ちゃん

ふれあい体験」を導入した授業が中
学生の意識に与える影響 

静岡大学教育学研究科
（院生） 

〇加賀恵子 

 
A2-2 体験内容からみる幼児とのふれ合

い体験での中学生の気づき 

―ナラティブ記述の分析を通して
― 

東京学芸大学大学院連合学校
教育学研究科(院生) 

東京学芸大学教育学部 

さいたま市立本太中学校 

〇叶内茜 

 

倉持清美 

金子京子 

 
A2-3 高等学校家庭科における乳幼児と

のふれ合い体験学習に関する授業
開発 

大分県私立藤蔭高等学校 

大分大学教育福祉科学部 

〇村瀬鮎美 

財津庸子 

 
A2-4 高等学校家庭科保育分野における

ペアレンティング教育の追究 

千葉県立松戸向陽高等学校 

前植草学園大学 

〇相浦知子 

佐藤文子 

 

【午前 10:50～11:50】座長：神川 康子（富山大学） 

 
A2-5 家庭科住領域の授業における校舎

利用の可能性と体感型授業の有効
性の検討 

新潟大学人文社会・教育科学系 〇飯野由香利 

 
A2-6 新しいコミュニティ創りと子ども

の生活体験をつなぐ家庭科の実践 

横浜国立大学大学院教
育学研究科（院生） 

横浜国立大学教育人間科学部 

〇安部明美 

 

工藤由貴子 

 
A2-7 中高生の意欲と家族への協力の関

連について 

家の手伝いに焦点を当てて 

佛教大学教育学部 〇三沢徳枝 
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【6 月 27 日】第３会場（B207） 

【午前 9:30～10:50】座長：角間 陽子（福島大学） 

 
A3-1 グローバル時代の家庭科教育 

―カリキュラム開発の視点― 

大阪教育大学 

日本女子大学（客員） 

元文化学園大学 

大阪成蹊短期大学 

川村学園女子大学(非） 

〇大本久美子 

望月一枝 

川村めぐみ 

松岡依里子 

齋藤美重子 

 
A3-2 「グローバル社会と家族」のカリキ

ュラム開発の検討 

家庭科「家族」の授業構想 

川村学園女子大学（非） 

日本女子大学（客員） 

大阪教育大学 

大阪成蹊短期大学 

元文化学園大学 

〇齋藤美重子 

望月一枝 

大本久美子 

松岡依里子 

川村めぐみ 

 
A3-3 「グローバル化と家族」のカリキュ

ラム開発の検討 

－多様な主体による家族支援の視
点から－ 

元文化学園大学 

大阪成蹊短期大学 

川村学園女子大学(非） 

日本女子大学（客員） 

大阪教育大学 

〇川村めぐみ 

松岡依里子 

齋藤美重子 

望月一枝 

大本久美子 

 

 
A3-4 中学校家族学習のロール・プレイン

グにおける「人との関係性」の変容
に関する質的研究 

 

千葉県千葉市立大椎中学校 〇鎌野育代 

 

【午前 10:50～11:50】座長：望月 一枝（日本女子大学） 

 
A3-5 家庭科に対する「学習レリバンス」

の構造にみる男女共修家庭科の意
義と課題 

東京学芸大学教育学部 〇藤田智子 

 
A3-6 「生活時間」を教材としたＥＳＤ実

践 

弘前大学教育学部 

千葉大学教育学部 

千葉大学教育学部 

聖心女子大学文学部 

〇小野恭子 

中山節子 

伊藤葉子 

西原直枝 

 
A3-7 ライフヒストリーの語りを取り入

れた生活設計教育 

男女共同参画意識を高める授業の
試み 

千葉県立流山おおたか
の森高等学校 

千葉大学教育学部 

〇仲田郁子 

 

久保桂子 
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【6 月 27 日】第４会場（B208） 

【午前 9:30～10:30】座長：鈴木 明子（広島大学） 

 
A4-1 児童の製作活動を保障する学習支

援環境の検討 

学習スタイルと教師の働きかけの
視点から 

新潟大学大学院教育学
研究科（院生） 

新潟大学教育学部 

〇佐藤雪菜 

 

高木幸子 

 
A4-2 中学生の洗剤の選択に関する実態

と課題 

―洗剤・柔軟剤・漂白剤の容器の表
示から衣服の材料に適する洗剤を
選択する― 

東京学芸大学大学院連合学校
教育学研究科（院生） 

東京学芸大学教育学部 

〇菊地英明 

 

生野晴美 

 
A4-3 戦前期における「岩手県小学校連合

女教員会」の裁縫科実践研究 

‐生活改善観を中心に‐ 

 

岩手大学教育学部 〇渡瀬典子 

 

【午前 10:30～11:30】座長：井元 りえ（女子栄養大学） 

 
A4-4 明治・大正期の輸出用キモノに見る

日本の絹・刺繍・意匠のちから 

広島大学大学院教育学研究科 〇柴静子 

 
A4-5 外国につながりのある小学校児童

の現状と家庭科の課題 

千葉大学教育学部 

埼玉大学教育学部 

金城学院大学生活環境学部 

お茶の水女子大学グローバル
リーダーシップ研究所 

宮崎大学教育文化部 

琉球大学教育学部 

〇伊藤葉子 

河村美穂 

上野顕子 

福留奈美 

 

堀江さおり 

松本由香 

 
A4-6 日本人学校における家庭科教育の

現状と課題 

―経年変化からみた特徴― 

東京学芸大学教育学部 〇池﨑喜美惠 
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【6 月 28 日】第 1 会場（B104） 

【午前 9:30～10:50】座長：多々納 道子（島根大学） 

 
B1-1 調理学習における「選択」と脳機能

の関連性 

千葉経済大学（非） 

前植草学園大学 

前日本女子大学 

〇庄司佳子 

佐藤文子 

内野紀子 

 
B1-2 協働学習によるデジタルポートフ

ォリオの活用 

ー家族への食事作りに向けてー 

筑波大学附属聴覚特別
支援学校 

〇有友愛子 

 
B1-3 食生活に影響を及ぼす諸要因 

－家庭科学習経験の及ぼす影響－ 

 

京都女子大学発達教育学部 

大阪女子短期大学 

〇表真美 

小倉育代 

 
B1-4 食生活に影響を及ぼす諸要因 

ー食生活・食空間経験の及ぼす影響
ー 

大阪女子短期大学生活科学科 

京都女子大学 

〇小倉育代 

表真美 

 
【午前 10:50～11:50】座長：榊原 典子（京都教育大学） 
 
B1-5 サテライト校における家庭科教育

の現状と今後の支援 

－福島県相双地区の調査を踏まえ
て－ 

郡山女子大学家政学部 

山梨大学大学院教育人
間科学域 

湘北短期大学生活プロ
デュース科 

〇佐藤典子 

志村結美 

 

大橋寿美子 

 
B1-6 貧困と向き合う家庭科教育 

高校生の日常生活を対象としたア
ンケート調査結果から 

東京家政大学 

東京学芸大学 

放送大学大学院(選科生） 

山梨大学 

鹿児島大学 

安田女子大学 

元都立白鴎高等学校附
属中学校（非） 

〇青木幸子 

大竹美登利 

長田光子 

神山久美 

齋藤美保子 

田中由美子 

坪内恭子 

 
B1-7 高等学校家庭科で扱う地域の「公共

交通」の提案 

- 行政と協働して進める「交通すご
ろく」の授業- 

明石市立明石商業高等学校 

兵庫教育大学大学院学
校教育学研究科 

〇牧田利枝 

永田智子 
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【6 月 28 日】第２会場（B105） 

【午前 9:30～10:50】座長：貴志 倫子（福岡教育大学） 
 
B2-1 高校家庭科における消費者市民教

育の授業実践 

ー外部連携を活用したエシカル・フ
ァッションリーフレット作成によ
る他者への伝達とその効果ー 

お茶の水女子大学附属
高等学校 

〇葭内ありさ 

 
B2-2 消費生活センターを拠点とした学

校への消費者教育 

東京都世田谷区の例 

山梨大学大学院総合研究部 〇神山久美 

 
B2-3 家庭科における批判的思考を促す

ための「相互作用」に着目した授業
の分析 

チョコレートを題材にして 

 

琉球大学教育学部 

横浜国立大学教育人間科学部 

捜真女学校 

〇土屋善和 

堀内かおる 

千葉眞智子 

 
B2-4 デジタルコンテンツを題材とした

授業実践 

－情報社会に対応する消費者を目
指して－ 

福岡教育大学 

福岡教育大学附属小倉中学校 

〇奥谷めぐみ 

兼安章子 

 
【午前 10:50～11:50】座長：永田 智子（兵庫教育大学） 
 
B2-5 グローバルな視点をもつための生

活に関する学び： 

学校設定科目「グローバルライフ」
における学びの分析から 

筑波大学附属坂戸高等学校 

埼玉大学 

〇横瀬友紀子 

河村美穂 

 
B2-6 スウェーデンの家庭科教育におけ

る「真正の評価」 

子どもの主体的学習とパフォーマ
ンス評価の構造を視点として 

福井大学教育地域科学部 

大阪教育大学教育学部 

金沢大学人間社会研究
域学校教育系 

〇荒井紀子 

鈴木真由子 

綿引伴子 

 
B2-7 スウェーデン人大学生調査からみ

るスロイド教育の意義 

埼玉大学大学院教育学
研究科（院生） 

埼玉大学教育学部 

〇長拓実 

 

河村美穂 
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【6 月 28 日】第３会場（B207） 

【午前 9:30～10:30】座長：財津 庸子(大分大学) 

 
B3-1 生活場面で実践できる力の調査 

住生活 

静岡大学教育学部 

三重大学教育学部 

元静岡大学教育学部 

常葉大学教育学部 

椙山女学園大学教育学部 

三重大学教育学部附属中学校 

三重県伊賀市立玉滝小学校 

〇小川裕子 

吉本敏子 

吉原崇恵 

星野洋美 

室雅子 

吉岡良江 

安場規子 

 
B3-2 生活場面で実践できる力の調査 

－衣生活－ 

椙山女学園大学教育学部 

三重大学教育学部 

常葉大学教育学部 

静岡大学教育学部 

三重大学教育学部附属中学校 

元静岡大学教育学部 

伊賀市立玉滝小学校 

〇室雅子 

吉本敏子 

星野洋美 

小川裕子 

吉岡良江 

吉原崇恵 

安場規子 

 
B3-3 生活場面で実践できる力の調査 

－家族・家庭生活－ 

三重大学教育学部 

静岡大学教育学部 

常葉大学教育学部 

椙山女学園大学教育学部 

伊賀市立玉滝小学校 

三重大学教育学部附属中学校 

元静岡大学教育学部 

〇吉本敏子 

小川裕子 

星野洋美 

室雅子 

安場規子 

吉岡良江 

吉原崇恵 

 

 

【午前 10:30～11:30】座長：伊深 祥子（愛知教育大学） 

 
B3-4 日常生活と家庭科学習内容とのつ

ながりを考える高校生の自己評価
活動の成果 

広島県立教育センター 

広島大学大学院教育学研究科 

〇小桝由美 

鈴木明子 

 
B3-5 高校家庭科の授業における教師の

発話分析 

千葉大学大学院教育学
研究科(院生) 

〇若月温美 

 
B3-6 高校家庭科の授業デザインと授業

評価に関する実態調査 

茨城大学教育学部 〇野中美津枝 
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【6 月 28 日】第４会場（B208） 

【午前 9:30～10:50】座長：中西 雪夫（佐賀大学） 

 
B4-1 家庭科教員養成課程における学生

の教科観の変容 

―社会科，理科の学習内容や指導方
法の理解を通して― 

広島大学大学院教育学研究科 

広島大学大学院教育学研究科 

〇森千晴 

鈴木明子 

 
B4-2 家庭科教育における模擬授業の分

析 

愛知教育大学 〇伊深祥子 

 
B4-3 『日本家庭科教育学会誌』における

教師研究の展開 

家庭科教師に関する調査研究を中
心に 

東京都市大学付属中学
校・高等学校（非） 

埼玉大学教育学部 

〇瀬川朗 

 

河村美穂 

 

 
B4-4 家庭科教員のライフヒストリーに

みるキャリア形成上の課題 

－インタビュー調査から－ 

横浜国立大学大学院教
育学研究科（研究生） 

横浜国立大学教育人間科学部 

〇中西佐知子 

 

堀内かおる 

 
【午前 10:50～11:50】座長：伊藤 圭子（広島大学） 
 
B4-5 大学生のユニバーサルデザインに

対する意識についての一考察 

－家庭科ユニバーサルデザイン学
習手引書を用いた授業を通して－ 

広島都市学園大学子ど
も教育学部 

大阪成蹊短期大学 

〇冨田道子 

 

松岡依里子 

 
B4-6 小・中・高等学校の家庭科教育にお

ける生活文化に関する授業の現状
と課題 

～国立大学法人附属学校家庭科教
員調査結果から～ 

東京学芸大学附属高等学校 

愛国学園短期大学 

山梨大学 

女子栄養大学 

千葉県立流山おおたか
の森高等学校 

東京大学教育学部附属
中等教育学校 

〇阿部睦子 

亀井佑子 

志村結美 

仙波圭子 

仲田郁子 

 

楢府暢子 

 
B4-7 小学校の動物飼育授業における児

童の心情変化 

上越教育大学 

 

〇得丸定子 
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【ポスター発表】 
会場 2階ホール 
掲示期間は 奇数番号は６月27日９：３０～１７：１５  ２７日のみ 
      偶数番号は６月28日９：３０～１５：５０  ２８日のみ 
プレゼンテーションは、奇数番号【６月２７日】１３：００～１３：３０ 

偶数番号【６月２８日】１３：００～１３：３０ 
 
P01 デジタル絵本でつながる幼小高連

携活動 

金沢大学人間社会研究
域学校教育系 

金沢大学人間社会研究
域学校教育系 

金沢大学人間社会研究
域学校教育系 

〇滝口圭子 

 

尾島恭子 

 

綿引伴子 

 
P02 中高生との〝ふれ合い体験〟にお

ける幼児の経験 

－家庭科保育体験と職場体験では
何が違うのか－ 

白梅学園大学大学院子
ども学研究科（院生） 

〇天野美和子 

 
P03 家庭科教育の保育領域における視

聴覚教材の制作 

子どもの食生活 

岐阜女子大学家政学部 
生活科学科 

〇三輪聖子 

 
P04 大阪における「子育て支援ガイドブ

ック」の検討 

大阪教育大学 

大阪教育大学 

〇杉村千聖 

鈴木真由子 

 
P05 高等学校家庭科の食領域と保育領

域の融合実践 

―五大栄養素を題材とした保育園
での紙芝居披露より― 

武庫川女子大学文学部（非） 〇花輪由樹 

 
P06 小学校 3 年児童の梨の皮むき体験

による家庭実践への影響 

福島大学人間発達文化
研究科(院生) 

福島大学人間発達文化学類 

〇山岸朋子 

 

浜島京子 

 
P07 北海道の小学生における魚食の実

態に関する一考察 

北海道教育大学旭川校 〇川邊淳子 

 
P08 ２回の手作り弁当発表を導入した

一般教育科目の検討 

進徳女子高等学校 

広島大学生物圏科学研
究科(院生) 

安田女子大学家政学部 

〇福田明子 

海切弘子 

 

鳥井葉子 

 
P09 ARを活用した盛り付け学習の提案 静岡大学教育学部 〇村上陽子 
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P10 高校生と大学生および専門学校生
の食品の栄養機能に関する知識と
調理への意識 

高知大学大学院総合人間自然
科学研究科(院生) 

高知大学教育学部 

高知大学教育学部 

〇土谷清香 

 

柴英里 

菊地るみ子 

 
P11 大学生の食生活改善の取組 北海道教育大学旭川校 

北海道教育大学釧路校 

〇岡田みゆき 

土岐圭佑 

 
P12 小中高生を対象とした児童福祉施

設における「縫い物・編み物講座」
の試み 

家庭科の地域貢献 

女子栄養大学栄養学部 

愛国学園短期大学 

江戸川区立南葛西第二中学校 

聖心女子大学文学部教育学科 

元上越教育大学 

〇井元りえ 

亀井佑子 

浅井直美 

西原直枝 

滝山桂子 

 
P13 ミシン使用の技能と指導の自信を

高める初等教員養成課程『初等家庭
科教育法』の工夫 

兵庫教育大学大学院学
校教育学研究科 

兵庫県立西脇高等学校 

東京家政大学家政学部 

〇永田智子 

 

藤原容子 

潮田ひとみ 

 
P14 ライフサイクル思考（LCT）を取り

入れて「衣生活と環境」を考える家
庭科教材の開発 

-タオルを教材として- 

香川大学教育学部 〇妹尾理子 

 
P15 まつり縫いの反復練習による指導

方法と定着への効果 

東村山市立東村山第四中学校 

杉並区立向陽中学校 

東京学芸大学(非) 

〇山本夏帆 

寶達佑美 

鳴海多恵子 

 
P16 住まいの日韓比較考察―かたちか

ら見た住まいの異文化理解― 

Cross-cultural uderstanding of 

the house judging from form 

鳴門教育大学 〇金貞均 

 
P17 被災地中学校における家族・家庭生

活の授業実態と今後の在り方につ
いて 

北海道教育大学大学院（院生） 
北海道教育大学札幌校 

〇阿部真利恵 

佐々木貴子 

 
P18 日常生活における危機管理と学習

内容の検討 

震災 4 年後の福島県の生活実態調
査結果より 

東京家政大学 〇青木幸子 

 
P19 家庭科におけるキャリア教育の可

能性の検討 －被災地の高等学校家
庭科教員対象調査結果から－ 

山梨大学教育人間科学部 

郡山女子大学家政学部 

湘北短期大学生活プロ
デュース科 

〇志村結美 

佐藤典子 

大橋寿美子 

 
P20 消費生活において「活用する力」を評

価するパフォーマンス課題の検討 

福島大学人間発達文化学類 

長野県茅野市立北部中学校 

〇角間陽子 

小口博子 
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P21 金融教育の授業による大学生の意
識の変容 

－中学校家庭科と他教科免許取得
予定者との比較－ 

北海道教育大学釧路校 

北海道教育大学旭川校 

〇鎌田浩子 

川邊淳子 

 
P22 高等学校家庭科における消費者教

育に関する授業実践 

階層構造分析法を用いたチョコレ
ートの購入意識の変化について 

愛媛大学附属高等学校 

鳴門教育大学大学院学
校教育研究科 

 

〇皆川勝子 

福井典代 

 
P23 高等学校における「消費者の権利と

責任」に関する授業実践 

兵庫県立西宮甲山高等学校 

鳴門教育大学大学院学
校教育研究科 

〇中尾早葵 

速水多佳子 

 

 
P24 小学校家庭科の環境教育教材の開

発に向けての取り組み 

東京未来大学 〇小林久美 

 
P25 家庭科における環境配慮意識の向

上を目指した衣生活教材の開発 

広島大学大学院教育学研究科 

広島大学大学院教育学研究科 

〇村上かおり 

鈴木明子 

 
P26 「省エネ行動実践度」と「環境への

関心度」の違いによる省エネ行動変
容効果 及び省エネ行動阻害要因の
分析 

東京家政大学 

東京家政大学大学院 

〇三神彩子 

長尾慶子 

 
P27 小学校家庭科の「家庭での実践」学

習におけるタブレット端末長期活
用の効果と課題 

兵庫教育大学非常勤講師 

兵庫教育大学大学院学
校教育研究科 

〇鈴木千春 

永田智子 

 
P28 小学生の学校適応に影響を与える

要因 

信州大学教育学部 〇松岡英子 

 
P29 青森県における中学校家庭科免許

保有教員と免許外教員の家庭科観 

家庭科免許保有教員と免許外教員
の家庭科観の対照を通して 

弘前大学教育学部 

愛知教育大学教育学部 

山梨大学教育人間科学部 

〇日景弥生 

青木香保里 

志村結美 

 
P30 学生の「教科内容」の理解と「授業

の実際」の検討 

上越教育大学学校教育研究科 

上越教育大学学校教育研究科 

上越教育大学学校教育研究科 

〇佐藤ゆかり 

吉澤千夏 

光永伸一郎 

 
P31 家庭科教員に必要な支援の在り方 

研修の実状 

京都教育大学大学院（院生） 〇寺本愛 

 
P32 新任家庭科教員が直面する困難の

克服過程 

－新任教員へのインタビュー調査
から－ 

広島大学大学院教育学研究科 〇伊藤圭子 
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P33 家庭科関連研修と教員支援にみる

現状と課題 

教員養成系大学家庭科教育担当教
員への調査から 

横浜国立大学教育人間科学部 〇堀内かおる 

 
P34 京都府立高等学校男女共修家庭科

実践史研究 

―女子のみ「家庭一般」（通称「残
家」）についてー 

京都教育大学教育学部 

京都府立洛東高等学校 

京都教育大学教育学部（非） 

〇井上えり子 

仲野由美 

田中任代 

 
P35 「レッスン・スタディ」の国際的動

向と日本における家庭科の授業研
究 

聖カタリナ大学短期大学部 

福井大学教育地域科学部 

福岡教育大学教育学部 

女子栄養大学栄養学部 

愛国学園短期大学 

大阪教育大学教育学部 

名古屋文化短期大学 

麹町学園女子中・高等学校 

〇一色玲子 

荒井紀子 

貴志倫子 

井元りえ 

亀井佑子 

鈴木真由子 

羽根裕子 

神澤志乃 

 
P36 アジア諸国における家庭科プロフ

ェッショナル育成の研修プログラ
ム及び研修用テキストの開発 

千葉大学教育学部 

千葉大学教育学部 

埼玉大学教育学部 

東京学芸大学教育学部 

聖心女子大学教育学科 

〇中山節子 

伊藤葉子 

河村美穂 

藤田智子 

西原直枝 

 
P37 家事およびケア労働における日米

の教科書比較 

テンプル大学ジャパン
キャンパス 

〇岩下好美 

 
P38 米国における家族生活教育の方法

論 

鹿児島県立短期大学 〇倉元綾子 
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【講演・シンポジウム】 
 

6 月 27 日(土)14：50～17：15 鳴門教育大学 講義棟１階 B101 

 

テーマ：いま進んでいる教育改革と家庭科－家庭科が育む自立・協働・創造－ 

 

趣旨 

2013 年 6 月 20 日に出された第２期教育振興基本計画に，「自立」「協働」「創造」

の３つの理念の実現に向けた生涯学習社会の構築にむけて，今後の社会の方向性とし

て，「１．社会を生き抜く力の養成 ２．未来への飛躍を実現する人材の養成 ３．

学びのセーフティネットの構築 ４．絆づくりと活力あるコミュニティの形成」の４

つの基本を提示している。従来から家庭科では，これら「自立」「協働」「創造」す

る力を育んできた。本講演とシンポジウムでは，これらの土台となる「ケア」という

概念に関する考えを深め，家庭科が取り組んできた「自立」「協働」「創造」にかか

わる実践を再検討して，くらしの価値を再確認し，これから家庭科教育が育む資質・

能力を明らかにするための機会としたい。 

 

基調講演 

個人を育む家庭・家族の社会的意義―ケアの倫理からみた「自立」批判から 

岡野 八代 氏 （同志社大学グローバル・スタディーズ研究科教授） 

 

講師プロフィール：三重県松阪市生まれ。政治学博士（早稲田大学）。専門は西洋

政治思想史，フェミニズム理論。女性・戦争・人権学会事務局，政治思想学会理事

など。単著『フェミニズムの政治学』みすず書房（2012 年），『シティズンシップ

の政治学 国民・国家主義批判 増補版』白澤社(2009 年），『法の政治学-法と正

義とフェミニズム』青土社（2002 年），内藤正典・岡野八代編著『グローバル・ジ

ャスティス』ミネルヴァ書房（2013 年）など。 

 

シンポジウム 

   シンポジスト    鎌野 育代 氏  （千葉市立大椎中学校教諭） 

                    皆川 勝子 氏 （愛媛大学附属高等学校教諭） 

   コーディネーター  多々納 道子 氏（島根大学） 
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【パネルディスカッション】 
 

6 月 28 日（日）13：40～15：50   鳴門教育大学 講義棟１階 B104 

 

テーマ：協働でつくる家庭科の学び 

 

趣旨 

本パネルディスカッションでは，子ども同士，校種間の連携，学校と家庭，地域，ボ

ランティア団体，NPO，企業，自治体などのさまざまな主体との連携により，課題解決

に向けた取り組みをする「協働」についてとりあげる。「協働」を通して，子どもの生

活課題に向き合った家庭科の学びをどのように深化させることができるか，そして，そ

の学びが自分の生活から家庭，地域，社会への創造につながるようにするにはどうした

らよいかなど，家庭科教育における「協働」のあり方について協議する場としたい。 

 

 

 

話題提供者 

坂本 香織 氏   (高知大学教育学部附属小学校教諭) 

福家 亜希子 氏 （香川大学教育学部附属高松中学校教諭）  

稲葉 ゆかり 氏 (大阪府立芥川高等学校教諭) 

    

コメンテーター 

加賀 恵子 氏 （静岡大学教育学研究科，浜松市立天竜中学校） 

 

コーディネーター 

岡田 みゆき 氏 （北海道教育大学） 

 

 

 

 

 

 



15 

 

懇親会のご案内 

日時 : 6月 27 日(土)  18:00〜20:00 

会場 : ルネッサンスリゾートナルト（http://renaissance-naruto.com/） 

会費 : ７，０００円  

住所：徳島県鳴門市鳴門町土佐泊浦字大毛 16-45  電話：088-687-2580 

交通：神戸・淡路・鳴門自動車道 鳴門北 IC より左折すぐ 

 

鳴門の美味しい料理と飲み物をお楽しみ下さい！ 

トリップアドバイザー2014 年エクセレンス認証受賞の絶景リゾート 

 

鳴門教育大学からバスで会場まで送迎します。 

懇親会終了後は，ホテル→大学→鳴門駅に送迎します。 
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お知らせ 

 

●大会参加費     正 会 員  5,000円（当日は 6,000円）   

学 生 会 員  3,000円（当日は 3,500円） 

非 会 員  6,000円 

学生非会員  3,500円 

非会員の１日参加費  2,500 円（要旨集別売り 1,000 円） 

＊「講演・シンポジウム」のみの参加は無料です。 

参加申込期間は，2015 年大会プログラム到着から 6月 5日（金）までです。 

 

●昼食について 

弁当（800 円お茶付き）を希望される方は，事前にお申し込み下さい。昼食時間に

受付でお渡しします。当日，大学の食堂・売店は営業しておりません。大学周辺の飲

食店が少ないので，弁当の利用をお勧めします。 

 

●保育室について 

大会期間中，ご希望の方は保育室の利用が可能です。 

開設時間は，6月 27 日（土）9:00－17:00，28日（日）9:00－14:30です。 

お預かりできるお子様の年齢は，基本的に生後３ヶ月から小学校就学前までです。 

利用料金は，1時間当たり 500円です。別途一日当たり数十円の保険に加入していただ

きます。 

ご希望の方は，６月１日（月）までに，下記の事項を記したメールを， 

fukui@naruto-u.ac.jp（第 58回大会実行委員：福井）まで送信してください。 

なお，メールの件名欄に，「保育室利用申込」と明記して下さい。 

確認がとれた場合には，２日以内にメールでその旨返信致します。 

もし，２日以内に返信の無い場合には，もう一度メールを送り直して下さい。 

記載事項は以下の通りです。 

 １．利用者（保護者）氏名・連絡先 

 ２．お子様の氏名，性別，年齢 

 ３．保育室利用予定日時 

 ４．おやつや粉ミルク，湯等の持ち込みの有無 

 ５．特別な配慮が必要な場合，その内容 
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●宿泊等について 

お早めにスケジュールにあわせて，各々で確保していただきますようお願い致します。 

鳴門市内でシングルルームのあるホテルは，ビジネスホテル北洋，ビジネスホテル

鳴門，ファーストシーズン，アド・イン鳴門などがあります。 

 詳しくは，以下の鳴門市うずしお観光協会ホームページを参照して下さい。 

    → (http://www.naruto-kankou.jp/spot/category/300/) 

宿泊延べ数 100 人以上の場合，県コンベンション協会から 15万円の補助が出ますの

で，多くの方が参加・宿泊して下さいますようにお願いします。 

 

研究発表をされる方への連絡事項 

【口頭研究発表】 

１．口頭研究発表のための資料は，パワーポイントおよび印刷物とします。 

２．パワーポイントをご使用になられる方へ 

①各発表会場に用意するパソコンソフトは， Windows版 PowerPoint2013 です。 

②ファイル名は次のようにして下さい。 

 半角文字で発表番号， 全角で発表者名の順（例：A1-1佐藤） 

③ファイルは，ウィルスチェックをすませた USB フラッシュメモリに保存してご持参いた

だき，以下のように，各自でパソコンにコピーしてください。   

  １日目発表：６月２７日(土)  ９：００～  ９：２０（各発表会場において） 

  ２日目発表：６月２８日(日)  ９：００～  ９：２０（各発表会場において）  

④パワーポイントの操作は発表者が行って下さい。 

⑤パソコンにコピーしたファイルは，大会終了日に消去します。 

３．配付資料は， 発表番号と氏名を明記し，必ず 100 部用意して，当日早めに各発表会

場内の資料置き場にご提出ください。 

４．パワーポイントを使用される場合でも，機器に不具合が生じた時のために，印刷物を100

部ご用意ください。 

５．口頭発表の時間は１５分，質疑応答の時間は５分です。この時間には，資料配付等も含

んでいます。発表時間が厳守されないとスケジュールが乱れますから， 是非ご協力をお

願いいたします。 
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６．口頭発表開始１３分後に 1 鈴，１５分後に２鈴，２０分後に３鈴をもって終了の合図としま

す。 

７．発表中止の場合は，できるだけ早めに，大会前の場合は学会事務局へ連絡ください。

大会当日は，会場では電話受付できませんので，大会に参加する方に連絡をとるなどし

て，大会実行委員会事務局にお知らせいただけるようにお願いします。発表中止があっ

た場合でも，その後の口頭発表時間の繰り上げはいたしません。 

 

 

【ポスター研究発表】 

１．ポスターは，１発表につき，ヨコ９０cm×タテ１７０cm まで掲示可能です。 

２．指定されたポスター発表番号場所に，発表番号・演題目・所属・氏名・説明文・図・表・写

真など，自由にレイアウトしてください。 

３．ポスターの掲示は，今回の大会では 27 日と 28 日とで貼り替えます。したがって，掲示

期間は 1日だけです。 

奇数番号プレゼンテーションは，６月２７日(土)９：００～９：３０に掲示して下さい。 

偶数番号プレゼンテーションは，６月２８日(日) ９：００～９：３０に掲示して下さい。 

４．発表者は，ポスタープレゼンテーション時間帯には必ずポスター傍に待機してください。 

奇数番号プレゼンテーションは，６月２７日(土)１３：００～１３：３０です。 

偶数番号プレゼンテーションは，６月２８日(日)１３：００～１３：３０です。 

５．ポスターは，備え付けの画鋲で貼付してください。 

６．ポスターの撤収は，奇数番号プレゼンテーションは６月２７日(土)１７：２５までに，偶数番

号プレゼンテーションは６月２８日(日)１６：００までに各自で行ってください。 
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【鳴門教育大学 交通アクセス】 

 

 

【アクセスルート】 
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徳島阿波おどり空港利用 

東

京 

約 1 時間 10 分 

 

徳島阿波おどり

空港 

徳島バス 

「小鳴門橋」行き 

または 

「鳴門公園」行き 

（約 20 分） 

 

鳴 

門

駅 

徳島バス「鳴門教育大学」行き 

「鳴門教育大学前」下車 

または タクシー 

（約 15 分） 

 

大

学 福

岡 

約 1 時間 30 分 

 

高速バス利用 

東京 
約 9 時間 

 

高 

速 

鳴 

門 

徒歩 

（約 5 分） 

 

小 

鳴 

門 

橋 

徳島バス「鳴門教育大学」行き 

「鳴門教育大学前」下車 

または タクシー（約 10 分） 

 

大

学 

難波 
約 2 時間 30 分 

 

神戸空港 
約 2 時間 10 分 

 

三ノ宮駅 
約 1 時間 30 分 

 

大阪駅 
約 2 時間 15 分 

 

JR 利用 

高

松

駅 

高徳線（特急うずしお） 

（約 1 時間） 

 

池谷駅 

又は 

勝瑞駅 

鳴門線 

（約 15 分） 

 

鳴

門

駅 

徳島バス「鳴門教育大

学」行き 

「鳴門教育大学前」下車 

または タクシー 

（約 15 分） 

 

大

学 

県内からのアクセス 

徳

島

駅 

徳島バス「鳴門教育大学行き」 

「鳴門教育大学前」下車（約 50 分） 

 
大

学 
JR 鳴門線 

または徳島バス「鳴門線」 

（約 40 分） 

 

鳴

門

駅 

徳島バス「鳴門教育大学」行き 

「鳴門教育大学前」下車 

または タクシー（約 10 分） 
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【キャンパスマップ】 

 

鳴門教育大学周辺の公共交通は，基本的に，バスや鉄道の時刻表をあらかじめ調べて

おいて，それに合わせて行動する必要がありますのでご注意ください。また，すべてを

公共交通に頼ることにせず「タクシー」や「レンタカー，自家用車」を効果的に利用す

ると時間を節約できますし，鳴門での滞在を快適に，楽しく過ごすことができます。 

なお，正門から入りますと，いつでも駐車場に車を停められます。 

鳴門教育大学へのアクセス方法は，鳴門教育大学ホームページをご参照ください。

（http://www.naruto-u.ac.jp/facultystaff/ito/naruto-transport-guide/naruto-

transport-guide.htm） 
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【会場配置図】 
大学正門を入って，正面アーチのある本部棟をこえて右手奥の建物です 

 


